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調　査　内　容
　  ▼排砂Ｇ開 ▼水位低下開始

（ダム放流開始） 排砂ゲート全閉▼  排砂後の措置完了▼

　自然流下

　▼水位低下開始

　　▼排砂Ｇ開

排砂ゲート全閉▼

　　自然流下

連　　続　　観　　測

連　　続　　観　　測

体制が整ってから3h毎 毎　正　時 6h毎
　 ● ● ● ●●●●●●●●●●●● ●

体制が整ってから3h毎 毎　正　時
 ● ● ● ● ● 　● ● ● ●●●●●●●●   ●　 ●

出し平ダム自然流下開始から3h毎 　毎　　正　　時 6h毎
● ● ● ●●●●●●●●●●●●●  ●

出し平ダム自然流下開始から3h毎 　毎　　正　　時 6h毎
● ● ● ●●●●●●●●●●●●●  ●

●　●　●　●　●　●　●　●

体制が整ってから適宜

連　　続　　観　　測

（３０分インターバル）

  この間の日中で３回測定

　（9:00､13:00､17:00）

出し平ダム 宇奈月ダム

自然流下中 自然流下中

※特記事項
　①排砂後の措置中の宇奈月ダムから下流の河川域の水質調査については、自然流下中調査に準じた頻度で実施する。
　②抑制策中の海域水質調査については、排砂・通砂中に準じた頻度で実施する。
　③排砂・通砂中のDO測定にはDOメーターを併用する。
　④魚類調査における調査地点は上表を基本とするが、実施に際しては河川状況に応じて決定する。
　⑤細砂通過放流中における環境調査は、出し平ダム直下、宇奈月ダム下流、海域C点、Ｐ－１２点で濁度連続観測を行う。
　　なお、連続濁度計が故障し、細砂通過放流の実施時に使用不可となった場合には、代替の計測方法・地点にて環境調査を実施する場合がある。


　　⑥排砂・通砂が中止となった場合は、実施機関で状況を総合的に判断し、その後の適切な環境調査の実施を行う。
　⑦排砂期間中、各種対策後に全区間測量ができなかった場合、９月に全区間測量を実施する。
　⑧当該年度の土砂堆積調査については、過去調査実績最大排砂量を目安として実施を判断する。
　⑨５月測量後に、５月出水として既往最大程度の出水があった場合は、当面の間再測量を実施する。
　⑩用水路堆積調査については、地元要望により、定期(5月)調査を4月末等に調査時期を変更する場合がある。

水
生
生
物

★

★ － － ●12月 ★：速やかに実施

－ －

－ － － －

29断面 宇奈月ダム堆砂測量 横断測量　　　　　　（添付資料-1に掲載） ●

原則　排砂時のみ実施

●12月 ★：速やかに実施－ －

黒部川水系及び近隣河川流域（近隣河川は海域のみ） ヘリコプターによるビデオ･写真撮影 － ● ● ● －

１ヶ所 出し平ダム ＩＴＶによるビデオ撮影（添付資料-1に掲載）

測
量

ダ　ム
39断面 出し平ダム堆砂測量 横断測量　　　　　　（添付資料-1に掲載） ●

監
視

ダ　ム
－ － － － －

全　　　体

●

植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝについては、これまでの定
期調査に加え、5月及び9月においては
栄養塩調査、11月においては、水温、
塩分、栄養塩調査を実施する。なお、
11月調査については１回／週実施す
る。

８ヶ所
Ａ点､Ｃ点､河口沖､生地鼻沖､荒俣沖魚礁､飯野沖地引網漁場内2､
横山沖､赤川沖

底生動物(ﾏｸﾛﾍﾞﾝﾄｽ) ● － － ● ●

１ヶ所 宇奈月ダム ＩＴＶによるビデオ撮影（添付資料-1に掲載） －

海　域
４ヶ所 （代表４地点）Ａ点､Ｃ点､河口沖､生地鼻沖

動･
※
植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ､ｸﾛﾛﾌｨﾙa

※植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝについては、定期調査(5,9,11月)時にお
いて栄養塩調査（硝酸＋亜硝酸態窒素、溶存態無機リ
ン、ケイ酸態ケイ素）、11月においては水温、塩分調査
を実施

● －

２ヶ所 下黒部橋、四十八ヶ瀬大橋 魚類

河　川
２ヶ所 山彦橋（宇奈月ダム直下）､下黒部橋 魚類､底生動物､付着藻類､ｸﾛﾛﾌｨﾙa

－ ●

付着藻類については、５月～１１月は
毎月の調査に加え、山彦橋（宇奈月ﾀﾞﾑ
直下）においては出水後及び９月に１
～２週間調査実施する。

－ ● －

● －

－ ● －

海　域

４ヶ所 （代表４地点）Ａ点､Ｃ点､河口沖､生地鼻沖
外観､臭気､粒度組成､pH､COD､T-N､T-P､ORP､
硫化物

●

16ヶ所
黒部漁港内､荒俣沖魚礁､飯野沖地引網漁場内2､底刺網漁場､
小型底引網2､小型底引網3､ﾜｶﾒ漁場､飯野定置4､飯野定置2､
ﾊﾞｲ･ｺﾞﾁ漁場､吉原沖､横山沖､赤川沖､泊沖､宮崎沖､境沖

外観､臭気､粒度組成､pH､COD､T-N､T-P､ORP､
硫化物

● －

● －

－ ● －

用水路 ３ヶ所 飯野用水、下山用水、黒西副水路 堆積量⑩ ● －

３ヶ所 山彦橋（宇奈月ダム直下）､愛本、下黒部橋 外観､臭気､粒度組成､pH､COD､T-N､T-P､ORP ● －

● － ● －

● － ● －

底
質
調
査

ダ　ム
２ヶ所 出し平ダム湛水池内（№1、№3）

外観､臭気､粒度組成､pH､COD､T-N､T-P､ORP､
硫化物､強熱減量

●

４ヶ所 宇奈月ダム湛水池内 (20.8k、21.8k、22.8k、23.8k) ●

河　川

４ヶ所 （代表４地点）Ａ点､Ｃ点､河口沖､生地鼻沖 水温､塩分､pH､COD､DO､SS ● ●

－ － －
（9:00､13:00､17:00）

－ ● －

☆ － － ☆：排砂・通砂中に準ずる

海　域

２ヶ所 （代表１地点）Ｃ点、Ｐ－１２ 濁度連続観測⑤

２ヶ所 その他（猫又、黒薙川） 水温､pH､DO､濁度､SS､BOD､COD､T-N､T-P － ●

21ヶ所
石田沖、P-2、P-4、P-6、P-9、C'点、P-10、P-12、P-15、P-16、P-17、P-
19、吉原15、P-20、横山20、M-8、M-10、赤川沖、泊沖、宮崎沖、境沖

COD､SS －
この間の日中で３回測定

●

－

● ☆ ● － ☆：排砂・通砂中に準ずる

☆：排砂・通砂中に準ずる● ● ☆ ● －

●

● － ☆：排砂・通砂中に準ずる●
6h毎

● ☆

☆ ● － ☆：排砂・通砂中に準ずる

－

１ヶ所 宇奈月ダム直下 ＳＳ連続観測 －

２ヶ所 出し平ダム直下、宇奈月ダム直下 濁度連続観測⑤ －

－

● － ● －

● － ● －

水
質
調
査

ダ　ム
１ヶ所 出し平ダム湛水池内（№1水深方向２層<表･底層>）

水温､pH､COD､DO､SS
●

１ヶ所 宇奈月ダム湛水池内（20.8k水深方向２層<表･底層>） ●

河　川

１ヶ所
出し平ダム直下
（排砂中の速報は、出し平ダム直下の濁度とＤＯ）

水温､pH､BOD､COD､DO､SS､濁度､T-N､T-P､SS粒度
（BOD､CODは３時間毎でDO最小付近は１時間毎）

（濁度は、全地点）
（T-N､T-P､SS粒度は排砂中５回）

●

●下黒部橋

１ヶ所
山彦橋（宇奈月ダム直下）
（排砂中の速報は、宇奈月ダム直下の濁度とＤＯ）

１ヶ所

１ヶ所

愛本

抑
制
策
中
∧
９
月
∨

定
期
調
査
∧
９
月
∨

定
期
調
査
∧
11
月
∨

備　　　考

排
砂
・
通
砂
１
日
後

調　　査　　項　　目　・　地　　　点

調　　査　　内　　容

定
期
調
査
∧
５
月
∨

直　　前 排砂･通砂中(排砂ゲート開～排砂･通砂後の措置完了１日後)

項　　目 地　　　　　点　　　　　名

⑦

出し平ダム

宇奈月ダム

連 続 監 視

連 続 監 視

８月

⑨

-1- 



-2- ※デ－タは、資料２－② 54頁参照 ※デ－タは、資料２－② 54頁参照 

ダム湛水池 水質

【凡例】

５月排砂後通砂後９月

平成27年度調査観測値（数値ラベル付）# # ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最大値# # ## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最小値# # 50 50

H26年度までの各既往調査時における観測値の平均値# # ## ##

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

５月　   排砂後    通砂後 　９月

D
O

飽
和

率
(%

)

D
O

飽
和

率
(%

)

５月　   排砂後    通砂後 　９月

５月　   排砂後    通砂後 　９月 ５月　   排砂後    通砂後 　９月 ５月　   排砂後    通砂後 　９月

５月　   排砂後    通砂後 　９月

C
O

D
(m

g
/L

)

C
O

D
(m

g
/L

)

５月　   排砂後    通砂後 　９月 ５月　   排砂後    通砂後 　９月 ５月　   排砂後    通砂後 　９月 ５月　   排砂後    通砂後 　９月

D
O

(m
g

/L
)

D
O

(m
g

/L
)

５月　   排砂後    通砂後 　９月 ５月　   排砂後    通砂後 　９月 ５月　   排砂後    通砂後 　９月

S
S

(m
g

/L
)

S
S

(m
g

/L
)

５月　   排砂後    通砂後 　９月 ５月　   排砂後    通砂後 　９月 ５月　   排砂後    通砂後 　９月 ５月　   排砂後    通砂後 　９月

（１）出し平ダム湛水池
・排砂後（１日後）のSSは、底層において５月と比べてやや高かった。

・排砂後（１日後）のCODは、表層・底層ともに５月と比べてやや高かった。

・DOは、全ての調査時ともに湖沼AA類型の基準内（DO≧7.5mg/l）であった。

・DO飽和率は、全ての調査時の表層・底層ともに100%以上であった。

　また、表層は５月、排砂後（１日後）ともに既往観測最大値を上回った。
・９月は各指標において、例年と同程度の観測値であった。

（２）宇奈月ダム湛水池
 ・排砂後（１日後）のSSは、表層・底層ともに５月と比べてやや高かった。

 ・排砂後（１日後）のCODは、表層・底層とも５月と比べて高かった。

 なお、排砂後の底層で平成２６年度までの観測最大値を上回った。

・DOは、全ての調査時ともに湖沼AA類型の基準内（DO≧7.5mg/l）であった。

・DO飽和率は、全ての調査時ともに100%以上であった。

・９月は各指標において、例年と同程度の観測値であった。

出し平ダムNo.1　表層 出し平ダムNo.1　底層 宇奈月ダム20.8K　表層 宇奈月ダム20.8K　底層

採水地点

宇奈月ダム湛水池水質調査位置図

20.8K

採水地点

出し平ダム湛水池水質調査位置図

出し平ダム（表層）水深0.5m （底層）湖底より1.0m上部
宇奈月ダム（表層）水深0.5m  （底層）湖底より1.0m上部

▲：H26年度までの観測値の最大値

■：H26年度までの観測値の最小値

―：H27年度までの観測値の平均値

○：H28年度の観測値

ｘ ：H27年度の観測値

ｘ ：H26年度までの観測値
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-3- ※デ－タは、資料２－② 51～52頁及び55～60頁参照 

河川水質のSS・BOD・COD・全窒素（Ｔ－Ｎ）・全りん（Ｔ－Ｐ）観測最大値、DO観測最小値比較

猫又 出し平ダム直下 黒薙 宇奈月ダム直下 愛本 下黒部橋 猫又 出し平ダム直下 黒薙 宇奈月ダム直下 愛本 下黒部橋 猫又 出し平ダム直下 黒薙 宇奈月ダム直下 愛本 下黒部橋

猫又 出し平ダム直下 黒薙 宇奈月ダム直下 愛本 下黒部橋 猫又 出し平ダム直下 黒薙 宇奈月ダム直下 愛本 下黒部橋 猫又 出し平ダム直下 黒薙 宇奈月ダム直下 愛本 下黒部橋

【要望・改善提案】

特にありません

猫又 出し平ダム直下 黒薙 宇奈月ダム直下 愛本 下黒部橋 猫又 出し平ダム直下 黒薙 宇奈月ダム直下 愛本 下黒部橋

【凡例】

排砂 通砂

300

H26年度までの既往排砂時（左）または通砂時（右）における観測最大値の最大値500 400

H26年度までの既往排砂時（左）または通砂時（右）における観測最大値の最小値100 50

H26年度までの既往排砂時（左）または通砂時（右）における観測最大値の平均値250 150

猫又 出し平ダム直下 黒薙 宇奈月ダム直下 愛本 下黒部橋

猫又 出し平ダム直下 黒薙 宇奈月ダム直下 愛本 下黒部橋

T
-P

(m
g

/L
)

・猫又では、各指標とも例年と同程度の観測値であった。
・出し平ダム直下では、ＢＯＤ、ＣＯＤの観測最大値が例年と比べて高い値であり、観測平均値では既往観測最大値を上回った。それ以外の各指標においては、例年と同程度の観測値であった。
・黒薙では、各指標とも例年と比べて低い観測値であった。
・宇奈月ダム直下では、ＣＯＤの観測最大値が例年と比べて高い値であり、観測平均値ではＳＳ、ＣＯＤで既往観測最大値を上回った。それ以外の指標においては、例年と同程度の観測値であった。
・愛本、下黒部橋では、ＳＳ、ＣＯＤの観測平均値が例年と比べて高い観測値であったが、それ以外の指標においては、例年と同程度の観測値であった。
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▲：H26年度までの観測値の最大値

■：H26年度までの観測値の最小値

―：H27年度までの観測値の平均値

○：H28年度の観測値

ｘ：H27年度の観測値

ｘ：H26度までの観測値
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河川　水質　上流域（連携排砂）

排砂Ｇ 自然流下 自然流下 排砂Ｇ

開操作開始 開始 完了 全閉

流入量

放流量

貯水位

6月25日 6月26日

連　携　排　砂 連　携　排　砂

6月25日 6月26日

6月25日 6月26日

12:00 12:00

水温
(℃)

0:00 6:00 12:00 18:00

5月23日 6月28日 6月29日

12:00 18:0012:00 6:00

6月29日

12:00

6月28日 9月03日

12:00

SS

(mg/l)

５月調査

6:00

濁度
(度)

12:00 12:00 18:00

BOD

(mg/l)

6:00

出し平

ダム

流量

(m3/s)

6:00 12:00 0:0018:00

９月調査排砂１日後

出し平

ダム

水位
(EL-m)

18:00

12:00

DO

飽和率

(%)

5月23日

COD

(mg/l)

DO

(mg/l)

18:00 12:000:00

9月03日

12:00

排砂１日後 ９月調査

・猫又では出し平ダム排砂Ｇ開操作開始前（6/25  4:00）にSS、濁度、全窒素（T-N）、全りん（T-P）が最大値であった。
・出し平ダム直下では、自然流下開始の約30分前にSS、濁度、BOD、COD、全窒素(T-N)、全りん(T-P)が最大値となった。
・黒薙では、6/25 8:00に全窒素（T-N）、全りん（T-P）が最大値となった。また、6/26 3:00に濁度、同日6:00にSS、同日8:00にCODが最大値であった。
・各地点とも排砂中のDOは概ね10.5mg/L程度、DO飽和率は100％程度であった。

全窒素

T-N

(mg/l)

6:00 12:00

５月調査
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T-P
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出し平ダム直下
観測最大値48,000mg/l
[排砂](6/25 15:00)

愛 本 宇奈月ダム直下

出し平ダム直下

黒 薙

猫 又

下黒部橋

黒部川 愛本堰堤 宇奈月ダム

黒薙川

出し平ダム

出し平ダム直下
観測最大値5,730度
[排砂](6/25 15:00)

出し平ダム直下
観測最大値25mg/l
[排砂](6/25 15:00)

出し平ダム直下
観測最大値550mg/l
[排砂](6/25 15:00)

出し平ダム直下
観測最大値11.2mg/l
[排砂](6/25 15:00)

出し平ダム直下
観測最大値16mg/l
[排砂](6/25 15:00)

-4- ※デ－タは、資料２－② 55～57頁参照 
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H15実測値 H16実測値
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H19実測値 H20実測値

H21（排砂時）実測値 H21（通砂時）実測値

H22(排砂時)実測値 H22(試験通砂時)実測値

H22(短時間）実測値 H23(排砂時）実測値

H23(通砂時)実測値 H24(排砂時)実測値

H25(排砂時)実測値 H25(通砂時)実測値

H26(排砂時)実測値 H27(排砂時)実測値

H28排砂時（実測値）

Q
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砂

量
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3
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Q:流量m3/s
500.0

ケース①：排砂量が少ないケース

ケース②：排砂量が多いケース

Ｈ２８排砂計画
（H27排砂時実績値）

Ｈ２８排砂時実績値

【猫又地点における流量と流砂量の関係】 



河川　水質　下流域（連携排砂）

排砂Ｇ開期間： 自然 自然

自然流下： 排砂Ｇ 流下 流下 排砂Ｇ

追加放流： 開操作開始 開始 完了 全閉

流入量

放流量

貯水位

6月25日 6月26日

連　携　排　砂 連　携　排　砂

6月25日 6月26日 6月25日 6月26日

・宇奈月ダム直下では、排砂ゲート開操作開始後に濁度が最大値となり、その３時間後にSS、有機物（BOD、COD）、全窒素(T-N)、全りん(T-P)が最大値となった。

　また、DO、DO飽和率は排砂ゲート開操作開始後に、値が低下した。

・愛本及び下黒部橋では、宇奈月ダム直下から各地点の流下時間にあわせ、最大値観測時刻が変動している。
　また、DOは概ね10mg/L程度、DO飽和率は100％程度であった。

12:00 6:00

宇奈月

ダム

流量

(m3/s)

6:00 12:00

0:00

18:00

５月調査

12:00 12:0012:00 18:00

5月16日
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水位
(EL-m)

５月調査

SS

(mg/l)

DO

(mg/l)

濁度
(度)

DO

飽和率

(%)

９月調査

0:00 6:00 12:00 18:00

排砂１日後

COD

(mg/l)

全りん

T-P

(mg/l)

5月16日

BOD

(mg/l)

pH
水温
(℃)

全窒素

T-N

(mg/l)

6月28日 9月14日

12:00 6:00 12:00 0:0018:00 6:00 12:006:00 18:00 12:0012:00 12:0018:00

排砂１日後

6月28日 9月14日

９月調査
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宇奈月ダム直下
観測最大値42,000mg/l
[排砂](6/25 18:00)

愛 本 宇奈月ダム直下

出し平ダム直下

黒 薙

猫 又

下黒部橋

黒部川 愛本堰堤 宇奈月ダム

黒薙川

出し平ダム

宇奈月ダム直下
観測最大値9,500度
[排砂](6/25 15:00)

宇奈月ダム直下
観測最大値5.9mg/l
[排砂](6/25 18:00)

宇奈月ダム直下
観測最大値550mg/l
[排砂](6/25 18:00)

宇奈月ダム直下
観測最大値16.0mg/l
[排砂](6/25 18:00)

宇奈月ダム直下
観測最大値8.68mg/l
[排砂](6/25 18:00)

-5- ※デ－タは、資料２－② 58～60頁参照 



-6- ※デ－タは、資料２－② 64～68頁参照 

河川 水質［SS粒度組成］

Ｇ FF FF Ｇ Ｇ FF FF Ｇ

構成比 開 始 終 閉 SS 構成比 開 始 終 閉 SS

(%) (mg/l) (%) (mg/l)

▲ ▲ ▼

Ｇ FF FF Ｇ Ｇ FF FF Ｇ

開 始 終 閉 開 始 終 閉

▲ ▲ ▼

 粘　土 （～0.005mm）  シルト （0.005～0.075mm）  細　砂 （0.075～0.25mm）  中　砂 （0.25～0.85mm）  粗　砂 （0.85～2.0mm） SS
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Ｇ開▲：排砂ゲート開操作開始、　　　Ｇ閉▼：排砂ゲート全閉
FF始▲：自然流下開始、　　　　　　　FF終▼：自然流下完了
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各地点とも平成27年度観測値と比較すると、
・上流域（出し平ダム直下、猫又、黒薙）では、5月及び排砂ゲート開操作開始のタイミングでは粘土の割合
が増加している。その他は排砂時の粒度組成に大きな時間的変化はみられなかった。
・下流域（宇奈月ダム直下、愛本、下黒部橋）の各地点の5月は粘土、シルトの割合が増加している。
また、排砂時の粒度組成に大きな時間的変化はみられなかった。
・９月の出し平ダム直下、宇奈月ダム直下とも、やや粘土の割合が増加している。
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海域水質のSS・COD・DO観測最大値（代表４地点：連携排砂時）

・6/25荒天のため、出船できず。6/26 2回目も荒天によりC点、A点、河口沖の各地点は欠測となった。

・また、宇奈月ダム自然流下が夜間から早朝となった為、代表４地点における排砂時の採水タイミングは、宇奈月ダム排砂ゲ－ト全閉後となった。

Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖 Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖 Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖 Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖

【凡例】

排砂通砂

300

H26年度までの既往排砂時（左）または通砂時（右）における観測最大値の最大値500 400

H26年度までの既往排砂時（左）または通砂時（右）における観測最大値の最小値100 50

H26年度までの既往排砂時（左）または通砂時（右）における観測最大値の平均値250 150

（DOは観測最小値）

SS(mg/L) COD(mg/L) DO(mg/L)[観測最小値] DO飽和率(%)[DO観測最小時]

【ＳＳ】 【ＣＯＤ】

・観測最大値は、Ｃ点で既往の最小値となった。その他の地点にお
いて例年と同程度の観測値であった。

・観測最大値は、Ｃ点において、例年と比べて低い観測値で
あった。その他の地点において例年と同程度の観測値であっ
た。

・観測最小値は、Ｃ点、河口沖、生地鼻沖地点において、例年と比べて低い
観測値であった。
・排砂時の飽和率は、全ての地点において例年と同程度の観測値であった。

【ＤＯ】
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▲：H26年度までの観測値の最大値

■：H26年度までの観測値の最小値

―：H27年度までの観測値の平均値

○：H28年度の観測値

ｘ ：H27年度の観測値

ｘ ：H26年度までの観測値

47

▲4,400 ▲110

【参考】過去の海域濁度連続観測最大値との比較 

 ・今回の連携排砂において排砂中（宇奈月ダム
排砂ゲ－ト開～全閉）の海域水質調査が荒天等
により出来ず、最大値を捉えていないため、連携
排砂以降の濁度連続観測最大値と今回観測最
大値を示す。 

 ・Ｃ点の濁度は例年と同程度、P-12は低い観測
値であった。 
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【排砂】C点 【通砂】C点 【排砂】P-12 【通砂】P-12
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(度

)

海域濁度連続観測最大値(H13～H28)
＊P-12はH23年より設置しており、H23～H28のデ－タ

-7- ※デ－タは、資料２－② 53頁参照 

P-12 

：連続観測濁度計設置位置 



-8- ※デ－タは、資料２－② 61、63頁参照 

排砂Ｇ 自然流下 自然流下 排砂Ｇ

開操作開始 開始 完了 全閉

流入量

放流量

貯水位

自然 自然

排砂Ｇ 流下 流下 排砂Ｇ

開操作開始 開始 完了 全閉

6月25日 6月26日

連　携　排　砂 連　携　排　砂

6月25日 6月26日 6月25日 6月26日

９月調査

9月26日

12:00

9月26日

12:0012:0012:0012:00

５月調査

5月23日

ＤＯ
飽和率

(%)

水温
(℃)

海域 水質（代表４地点）

濁度
(度)

6:00 0:00 6:00

ＳＳ
(mg/l)

宇奈月
ダム

流量

(m3/s)

５月調査

・濁度連続観測している２地点（Ｃ点及びＰ－１２点）の観測値は、黒部川河口に近いＣ点で6/25 19:00に最大値となった。

・荒天のため出船できず欠測となった地点があった（排砂時6月26日2回目：Ｃ点、Ａ点、河口沖）。

出し平

ダム

流量

(m3/s)

12:00 18:00 18:0012:00

出し平

ダム

水位
(EL-m)

宇奈月

ダム

水位
(EL-m)

ＣＯＤ
(mg/l)

18:00

塩分
(‰)

6:00 12:00

5月23日

12:00 6:00 18:0012:00 0:00

6月28日 7月01日

ＤＯ
(mg/l)

９月調査排砂１日後

ｐＨ

排砂１日後

18:00 0:00 6:006:00 12:00

6月28日 7月01日

12:00 12:0012:0018:00
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300
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Ｃ点

Ｐ-１２

Ｃ点

Ａ点

河口沖

生地鼻沖

Ｃ点
観測最大値1,152度
[排砂](6/25 19:00)
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1,000

210
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240
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260

0

250

500

750

1,000

1,250

Ａ点

生地鼻沖

河口沖

Ｃ点

Ｐ-12点

(濁度連続観測)

(濁度連続観測)

黒部川 濁度連続観測は水深１ｍで実施。

Ｃ点 水深：約３０ｍ
Ｐ－１２点水深：約８０ｍ



-9- ※1 デ－タは、資料２－② 61～62頁参照 



-10- ※1 デ－タは、資料２－② 61～62頁参照 



-11- ※過去からの推移、デ－タは、資料２－② 1～3頁及び70頁参照 ※過去からの推移、デ－タは、資料２－② 4～6頁及び71頁参照 

ダム湛水池　底質
（１）出し平ダム湛水池 （２）宇奈月ダム湛水池

、

【凡例】

５月排砂後通砂後９月

平成27年度調査観測値（数値ラベル付）## ## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最大値## ## ## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最小値## ## 50 50

H26年度までの各既往調査時における観測値の平均値## ## ## ##

５月　 　排砂後　通砂後 　９月

５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月

5
0

%
粒

径
(m

m
)

5
0

%
粒

径
(m

m
)

５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月

５月　 　排砂後　通砂後 　９月

硫
化

物
(m

g
/g

)

硫
化

物
(m

g
/g

)

５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月

５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月

O
R

P
(m

V
)

O
R

P
(m

V
)

５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月

５月　 　排砂後　通砂後 　９月

全
り

ん
(m

g
/g

)

全
り

ん
(m

g
/g

)

５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月

５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月

全
窒

素
(m

g
/g

)

全
窒

素
(m

g
/g

)

５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月

５月　 　排砂後　通砂後 　９月

C
O

D
(m

g
/g

)

C
O

D
(m

g
/g

)

５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月 ５月　 　排砂後　通砂後 　９月

・CODについては、５月、９月の№１地点は、例年と比べてやや高い観測値であった。
・全窒素（T-N）については、排砂後（１日後）のNo.3地点において既往観測最小値を下回った。
・全りん（T-P）については、５月の№１地点は、例年と比べて高い観測値であり、排砂後の№３地点は、例年と比べて低い観測値であっ
た。９月の№１地点においては既往観測最大値を上回り、№３地点も例年と比べて高い観測値であった。
・還元性指標（ORP）は５月と比較し、№１地点は排砂後（１日後）に還元傾向を示し、№３地点は酸化傾向を示した。９月の№１地点は例年
と比べて低い観測値であった。
・硫化物については、５月において、№１地点においては既往観測最大値を上回った。
・50%粒径は、５月と比較し、排砂後（１日後）は粗くなり、No.3地点で既往観測最大値を上回った。

・COD、全窒素（Ｔ－Ｎ）は、５月において20.8k地点、21.8k地点で例年と比べて高い観測値であった。そのうち20.8k地点で平成２６年度までの観測最
大値を上回った。９月において22.8k地点で例年と比べて高い観測値であった。
 その他の地点については、例年と同程度の観測値であった。
・全りん（Ｔ－Ｐ）については、例年と同程度の観測値であった。
・還元性指標（ORP）は、排砂後（１日後）において23.8k地点で既往観測最小値を下回った。
・硫化物は、５月において20.8kで平成２６年度までの観測最大値を上回ったが、既往観測最大値を下回った。
 また、21.8kで既往観測最大値を上回った。
・50%粒径は、23.8k地点で５月と比較し排砂後（１日後）は細かくなり、９月においては、22.8k地点で既往観測最小値を下回った。

出し平ダム湛水池　No.1 出し平ダム湛水池　No.3 宇奈月ダム湛水池　20.8K 宇奈月ダム湛水池　21.8K 宇奈月ダム湛水池　22.8K 宇奈月ダム湛水池　23.8K
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出し平ダム湛水池底質調査位置図
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▲：H26年度までの観測値の最大値

■：H26年度までの観測値の最小値

―：H27年度までの観測値の平均値

○：H28年度の観測値

ｘ ：H27年度の観測値

ｘ ：H26年度までの観測値

▲608

H27欠測



-12- ※過去からの推移は、資料２－② 7～9頁、デ－タは72頁参照 

河川　底質 　

【凡例】

５月排砂後通砂後９月

平成27年度調査観測値（数値ラベル付）## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最大値## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最小値## 50

H26年度までの各既往調査時における観測値の平均値## ##

・宇奈月ダム直下では、５月において粒度組成（50％粒径）が例年と比べ高い観測値であった。
・全地点において、いずれの調査時期においても還元性指標（ＯＲＰ）が例年と比べ低い観測値であった。
・その他地点および項目においては、例年と同程度の観測値であった。

５月　 　　　　　 ９月

宇奈月ダム直下 愛本 下黒部橋
C
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D

(m
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/g
)

５月　 　　　　　　　　 ９月 ５月　 　　　　　　　　 ９月 ５月　 　　　　　　　　 ９月
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５月　 　　　　　　　　 ９月 ５月　 　　　　　　　　 ９月 ５月　 　　　　　　　　 ９月
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５月　 　　　　　　　　 ９月 ５月　 　　　　　　　　 ９月 ５月　 　　　　　 ９月

O
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P
(m

V
)

５月　 　　　　　　　　 ９月 ５月　 　　　　　　　　 ９月 ５月　 　　　　　　　　 ９月

朝　日　町

入　善　町
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滑　川　市

新　潟　県

国土交通省 宇奈月ダム

関西電力 出し平ダム
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-50

黒　部　市

0 5 10km

愛本右岸

宇奈月ダム直下

下黒部橋

N

▲：H26年度までの観測値の最大値

■：H26年度までの観測値の最小値

―：H27年度までの観測値の平均値

○：H28年度の観測値

ｘ ：H27年度の観測値

ｘ ：H26年度までの観測値
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-13- 
※過去からの推移は、資料２－② 10～24頁、デ－タは73～74頁参照 

海域　底質（化学的酸素要求量　ＣＯＤ[mg/g]）

※太字は代表４地点

【凡例】 単位：mg/g

５月排砂後通砂後９月

平成27年度調査観測値（数値ラベル付）## ## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最大値## ## ## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最小値## ## 80 50

H26年度までの各既往調査時における観測値の平均値## ## ## ##

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

５月　排砂後　通砂後　９月

黒部漁港沖 生地鼻沖 荒俣魚礁

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

小型底曳き網２ 河口沖 Ｃ点

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

飯野沖地引網漁場内２ Ａ点 飯野定置２ ワカメ養殖場 飯野定置４ 吉原沖 横山沖

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

・５月は全地点において、例年と同程度の観測値であった。
・排砂１日後の代表４地点において、例年と比べてやや高めの観測値であった。
・９月の底刺し網漁場内においては、既往観測最大値を上回った。
・黒部漁港沖は５月、９月ともレキが多いため、欠測。

底刺し網漁場内 小型底曳き網３ バイ篭・ゴチ網漁場内 赤川沖 泊沖 宮崎沖 境沖
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国土交通省 宇奈月ダム

関西電力 出し平ダム
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出し平ダム湛水池内
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N
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北東海域（７地点） 東海域（８地点）

西海域（５地点）

▲63.4

欠測

水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g

水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g

水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g

水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g

水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g 水産用水基準：20mg/g

水産用水基準：20mg/g

▲：H26年度までの観測値の最大値

■：H26年度までの観測値の最小値

―：H27年度までの観測値の平均値

○：H28年度の観測値

ｘ ：H27年度の観測値

ｘ ：H26年度までの観測値

「排砂後」の調査実施日は以下の通り。

6月28日：Ｃ点、生地鼻沖

7月1日：Ａ点、河口沖（※荒天の為6/28に出船できず）

欠測



-14- 
※過去からの推移は、資料２－② 10～24頁、デ－タは73～74頁参照 

海域　底質（全窒素　Ｔ－Ｎ[mg/g]）

※太字は代表４地点

【凡例】 単位：mg/g

５月排砂後通砂後９月

平成27年度調査観測値（数値ラベル付）## ## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最大値## ## ## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最小値## ## 80 50

H26年度までの各既往調査時における観測値の平均値## ## ## ##

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

５月　排砂後　通砂後　９月

黒部漁港沖 生地鼻沖 荒俣魚礁

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

小型底曳き網２ 河口沖 Ｃ点

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

飯野沖地引網漁場内２ Ａ点 飯野定置２ ワカメ養殖場 飯野定置４ 吉原沖 横山沖

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

・５月の小型底曳き網３において、既往観測最大値を上回った。また、北東海域及び横山沖において例年と比べてやや高い観測値であった。その他の地点においては、例年と同程度の観測値であった。
・排砂１日後の代表４地点において、例年と比べて高めの観測値であり、Ａ点においては平成26年までの観測最大値を上回った。
・９月のＣ点において、例年と比べて高い観測値であった。
・黒部漁港沖は５月、９月ともレキが多いため、欠測。

底刺し網漁場内 小型底曳き網３ バイ篭・ゴチ網漁場内 赤川沖 泊沖 宮崎沖 境沖

朝　日　町

入　善　町

魚　津　市

滑　川　市

新　潟　県

国土交通省 宇奈月ダム

関西電力 出し平ダム
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黒　部　市
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出し平ダム湛水池内

宇奈月ダム湛水池内
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赤川沖 泊沖

宮崎沖
境沖
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(5地点)
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北東海域（７地点） 東海域（８地点）

西海域（５地点）

▲2.76

欠測

▲：H26年度までの観測値の最大値

■：H26年度までの観測値の最小値

―：H27年度までの観測値の平均値

○：H28年度の観測値

ｘ ：H27年度の観測値

ｘ ：H26年度までの観測値

「排砂後」の調査実施日は以下の通り。

6月28日：Ｃ点、生地鼻沖

7月1日：Ａ点、河口沖（※荒天の為6/28に出船できず）

欠測



-15- 
※過去からの推移は、資料２－② 10～24頁、デ－タは73～74頁参照 

海域　底質（全リン　Ｔ－P[mg/g]）

※太字は代表４地点

【凡例】 単位：mg/g

５月排砂後通砂後９月

平成27年度調査観測値（数値ラベル付）## ## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最大値## ## ## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最小値## ## 80 50

H26年度までの各既往調査時における観測値の平均値## ## ## ##

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月５月　排砂後　通砂後　９月５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

黒部漁港沖 生地鼻沖 荒俣魚礁

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

小型底曳き網２ 河口沖 Ｃ点

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

飯野沖地引網漁場内２ Ａ点 飯野定置２ ワカメ養殖場 飯野定置４

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

吉原沖 横山沖

・５月は飯野沖地引網漁場内２、Ａ点、飯野定置２、河口沖、Ｃ点、境沖、横山沖においては、例年と比べやや高い観測値であった。その他の地点においては、例年と同程度の観測値であった。
・排砂１日後の代表４地点において、例年と同程度の観測値であった。
・９月のＣ点、生地鼻沖、荒俣魚礁において高い観測値であった。
・黒部漁港沖は５月、９月ともレキが多いため、欠測。

底刺し網漁場内 小型底曳き網３ バイ篭・ゴチ網漁場内 赤川沖 泊沖 宮崎沖 境沖

朝　日　町

入　善　町

魚　津　市

滑　川　市

新　潟　県

国土交通省 宇奈月ダム

関西電力 出し平ダム
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ﾊﾞｲ･ｺﾞﾁ漁場
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北東海域（７地点） 東海域（８地点）

西海域（５地点）

▲1.6

▲3.4

欠測

▲：H26年度までの観測値の最大値

■：H26年度までの観測値の最小値

―：H27年度までの観測値の平均値

○：H28年度の観測値

ｘ ：H27年度の観測値

ｘ ：H26年度までの観測値

「排砂後」の調査実施日は以下の通り。

6月28日：Ｃ点、生地鼻沖

7月1日：Ａ点、河口沖（※荒天の為6/28に出船できず）
欠測
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※過去からの推移は、資料２－② 10～24頁、デ－タは73～74頁参照 

海域　底質（酸化還元電位　ＯＲＰ[mV]）

※太字は代表４地点

【凡例】 単位：mV

５月排砂後通砂後９月

平成27年度調査観測値（数値ラベル付）## ## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最大値## ## ## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最小値## ## 80 50

H26年度までの各既往調査時における観測値の平均値## ## ## ##

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

黒部漁港沖 生地鼻沖 荒俣魚礁

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

飯野定置４ 吉原沖

５月　排砂後　通砂後　９月

Ａ点 飯野定置２ ワカメ養殖場

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

小型底曳き網２ 河口沖 Ｃ点

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

横山沖

・５月は北東海域（飯野定置２以外）において、例年と比べやや低い観測値であった。その他の地点においては、例年と同程度の観測値であった。
・排砂１日後のＣ点については、既往観測最小値を下回り還元状態となった。
・９月のバイ篭・ゴチ網漁場内においては、既往観測最小値を下回り還元状態となり、底刺し網漁場内、小型底曳き網３、横山沖においては、例年と比べて低い観測値であった。
・黒部漁港沖は５月、９月ともレキが多いため、欠測。

底刺し網漁場内 小型底曳き網３ バイ篭・ゴチ網漁場内 赤川沖

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

泊沖 宮崎沖 境沖

飯野沖地引網漁場内２

５月　排砂後　通砂後　９月

朝　日　町

入　善　町

魚　津　市

滑　川　市

新　潟　県

国土交通省 宇奈月ダム

関西電力 出し平ダム
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ﾊﾞｲ･ｺﾞﾁ漁場

Ａ点

吉原沖
横山沖
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北東海域（７地点） 東海域（８地点）

西海域（５地点）

欠測

▲：H26年度までの観測値の最大値

■：H26年度までの観測値の最小値

―：H27年度までの観測値の平均値

○：H28年度の観測値

ｘ ：H27年度の観測値

ｘ ：H26年度までの観測値

「排砂後」の調査実施日は以下の通り。

6月28日：Ｃ点、生地鼻沖

7月1日：Ａ点、河口沖（※荒天の為6/28に出船できず）
欠測



-17- 
※過去からの推移は、資料２－② 10～24頁、デ－タは73～74頁参照 

海域　底質（硫化物　Ｔ－Ｓ[mg/g]）

※太字は代表４地点

【凡例】 単位：mg/g

５月排砂後通砂後９月

平成27年度調査観測値（数値ラベル付）## ## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最大値## ## ## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最小値## ## 80 50

H26年度までの各既往調査時における観測値の平均値## ## ## ##

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

横山沖

・５月のバイ篭ゴチ網漁場場内、飯野沖地引網漁場内２、Ａ点は例年と比べてやや高い観測値であった。また、このうちＡ点は水産用水基準の範囲（0.2mg/g以下）を上回った。

・排砂１日後のＡ点においては、既往観測最大値、水産用水基準（0.2mg/g以下）を上回った。

・９月のバイ篭・ゴチ網漁場内においては、既往観測最大値を上回った。Ｃ点、Ａ点、飯野沖地引網漁場内２、飯野定置２は例年と比べてやや高い観測値であり、水産用水基準（0.2mg/g以下）を上回った。

・その他の地点においては、例年と同程度の観測値であった。
・黒部漁港沖は５月、９月ともレキが多いため、欠測。

底刺し網漁場内 小型底曳き網３ バイ篭・ゴチ網漁場内 赤川沖

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

泊沖 宮崎沖 境沖

飯野沖地引網漁場内２

５月　排砂後　通砂後　９月

小型底曳き網２ 河口沖 Ｃ点

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

飯野定置４ 吉原沖

５月　排砂後　通砂後　９月

Ａ点 飯野定置２ ワカメ養殖場

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

黒部漁港沖 生地鼻沖 荒俣魚礁

５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月

朝　日　町

入　善　町

魚　津　市

滑　川　市

新　潟　県

国土交通省 宇奈月ダム

関西電力 出し平ダム

-250

-150

-50

黒　部　市

0 5 10km

出し平ダム湛水池内

宇奈月ダム湛水池内

N
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黒部漁港沖
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Ｃ点河口沖
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ﾜｶﾒ漁場
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Ａ点

吉原沖
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地引網漁場

西海域
(5地点)
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東海域
(8地点)
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北東海域（７地点） 東海域（８地点）

西海域（５地点）

▲0.59

▲ 0.56

欠測

水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g

水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g 水産用水基準：0.2mg/g

▲：H26年度までの観測値の最大値

■：H26年度までの観測値の最小値

―：H27年度までの観測値の平均値

○：H28年度の観測値

ｘ ：H27年度の観測値

ｘ ：H26年度までの観測値

「排砂後」の調査実施日は以下の通り。

6月28日：Ｃ点、生地鼻沖

7月1日：Ａ点、河口沖（※荒天の為6/28に出船できず）
欠測



-18- 
※過去からの推移は、資料２－② 10～24頁、デ－タは73～74頁参照 

海域　底質（50%粒径[mm]）

※太字は代表４地点

【凡例】 単位：mm

５月排砂後通砂後９月

平成27年度調査観測値（数値ラベル付）## ## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最大値## ## ## ##

H26年度までの各既往調査時における観測値の最小値## ## 80 50

H26年度までの各既往調査時における観測値の平均値## ## ## ##

※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。※破線は、その間の調査が実施されなかったことを示す。

５月　　排砂後　　９月

５月　　排砂後　　９月 ５月　　排砂後　　９月

横山沖

・５月のワカメ養殖場においては、既往観測最大値を上回った。
・排砂１日後の河口沖については、既往観測最小値を下回った。
・９月の河口沖、底刺し網漁場内においては、既往観測最大値を上回った。
・その他の地点においては、例年と同程度の観測値であった。
・黒部漁港沖は５月、９月ともレキが多いため、欠測。

底刺し網漁場内 小型底曳き網３ バイ篭・ゴチ網漁場内 赤川沖

５月　　排砂後　　９月 ５月　　排砂後　　９月

泊沖 宮崎沖 境沖

飯野沖地引網漁場内２

５月　　排砂後　　９月

小型底曳き網２ 河口沖 Ｃ点

５月　　排砂後　　９月 ５月　　排砂後　　９月５月　　排砂後　　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　　排砂後　　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　　排砂後　　９月

飯野定置４ 吉原沖

５月　　排砂後　　９月

Ａ点 飯野定置２ ワカメ養殖場

５月　　排砂後　　９月

５月　排砂後　通砂後　９月

５月　　排砂後　　９月

黒部漁港沖 生地鼻沖 荒俣魚礁

５月　　排砂後　　９月 ５月　排砂後　通砂後　９月 ５月　　排砂後　　９月

朝　日　町

入　善　町

魚　津　市

滑　川　市

新　潟　県

国土交通省 宇奈月ダム

関西電力 出し平ダム

-250

-150

-50

黒　部　市

0 5 10km

出し平ダム湛水池内

宇奈月ダム湛水池内

N
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ﾜｶﾒ漁場

底刺網漁場
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ﾊﾞｲ･ｺﾞﾁ漁場
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吉原沖
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地引網漁場

西海域
(5地点)
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(7地点)

東海域
(8地点)

▲：H26年度までの観測値の最大値

■：H26年度までの観測値の最小値

―：H27年度までの観測値の平均値

○：H28年度の観測値

ｘ ：H27年度の観測値

ｘ ：H26年度までの観測値
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欠測
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北東海域（７地点） 東海域（８地点）

西海域（５地点）

▲10▲3.0
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欠測

「排砂後」の調査実施日は以下の通り。

6月28日：Ｃ点、生地鼻沖

7月1日：Ａ点、河口沖（※荒天の為6/28に出船できず）



-19- 
※過去からのデ－タは、資料２－② 75頁参照 

用水路 堆積量

※赤破線の5m区間（上流区間、下流区間の10m区間）が調査対象区間である。

※赤破線の5m区間（下流区間のみ）が調査対象区間である。

江
浚
前
状
況
（

９
月
）

【調査内容】
　　　既往調査と同様に、用水路の一定区間において平成２８年５月及び９月に堆積土砂を採取し、前回の調査時以降に同区間に堆積した
　　土砂の重量を測定することにより、対象区間における平均堆積厚を求めた。

【調査結果】
　　　５月調査時、９月調査時とも、すべての用水路の平均堆積厚は1mm未満であった。

　　※平均堆積厚＝土砂重量／（調査区間面積×土粒子密度）
　　　　　　　ただし、「土粒子密度」は、H16.9調査時からH19.9調査時の平均値による。

平
均
堆
積
厚

(mm)

江
浚
前
状
況
（

５
月
）

　　　調査地点位置図
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① H15.5～H15.9 ② H15.9～H16.5

③ H16.5～H16.9 ④ H16.9～H17.5

⑤ H17.5～H17.9 ⑥ H17.9～H18.5

⑦ H18.5～H18.9 ⑧ H18.9～H19.5

⑨ H19.5～H19.9 ⑩ H19.9～H20.5

⑪ H20.5～H20.9 ⑫ H20.9～H21.5

⑬ H21.5～H21.9 ⑭ H21.9～H22.5

⑮ H22.5～H22.9 ⑯ H22.9～H23.5

⑰ H23.5～H23.9 ⑱ H23.9～H24.5

⑲ H24.5～H24.9 ⑳ H24.9～H25.5

㉑ H25.5～H25.9 ㉒ H25.9～H26.5

㉓ H26.5～H26.9 ㉔ H26.9～H27.5

㉕ H27.5～H27.9 ㉖ H27.9～H28.5

㉗ H28.5～H28.9



-20- ※採取種数、採取個体数の推移は、資料２－② 25～32頁及び76～81頁参照 

河川　魚類

５月 ９月 １１月 ５月 ９月 １１月

５月 ９月 １１月 ５月 ９月 １１月

５月 ９月 １１月 出し平ダム実績排砂量 【単位:約万m3】

【凡例】 平成27年度調査観測値（数値ラベル付）300 350 330 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

H26年度までの各既往調査時における観測値の最大値500 550 530 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16 39 44 18 32 19 30

H26年度までの各既往調査時における観測値の最小値100 150 130 16 2 5 -24 -12

H26年度までの各既往調査時における観測値の平均値250 380 280 ※マイナスは堆積を示す。

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

(山彦橋＋下黒部橋)

種類別

採　取

種数

構成比

１１月調査９月調査５月調査

・山彦橋では、いずれの時期も種数、個体数は例年と同程度の観測値であった。
・下黒部橋では、いずれの時期も、種数は例年と比べて高い値であり、個体数は例年と同程度の観測値であった。
・山彦橋で確認された種は、ウグイ、ニッコウイワナ、サクラマス（ヤマメ）、カジカであり、いずれの調査月でも４種が確認された。
・下黒部橋で確認された種は、ウグイ、ドジョウ、ヒメドジョウ、アユ、サケ、サクラマス（ヤマメ）、ミナミメダカ、サヨリ、トミヨ属淡水型、カマキリ、カンキョウカジカ、シマイサキ、ボラ、メナダ、及びハゼ
科の数種であり、５月では１７種、９月では２１種、１１月では１７種が確認された。

(山彦橋＋下黒部橋)

下黒部橋

構成比

山彦橋

個体数
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魚類（５～８月調査） 
 平成２８年度に実施した、連携排砂期間中における魚類の生息状況を把握する魚類採捕調査実施状況を以下に示す。 
 調査の対象魚はアユを中心とした遊泳魚及び底生魚とした。 

目的 調査地点 調査内容・手法 調査時期 
調査実施状況 備考 

5月 6月 7月 8月 

連携排砂期間中にお
ける魚類の生息状況
（種数、個体数）や、
生息魚類のサイズ
（体長・体重）がどの
ように変化するか把
握するため、投網及
びタモ網による採捕
調査を実施する。 

・下黒部橋 

  

・四十八ヶ瀬大橋 

投網及びタモ網により魚類
を採捕し、個体数及びサイ
ズ（体長、重量）を計測する。 

  

①投網投数： 

１箇所あたり瀬２０投、 

       緩流帯５投 

②タモ網： 

１箇所あたり瀬３人１０分、 

      緩流帯３人１０分 

・月1～3回 
・計8回 

● 

(5/24) 

● 

(6/7) 

 
  

● 

(6/21) 

連
携
排
砂 

● 

(7/4) 
 

● 

(7/11) 
  

● 

(7/25) 

● 

(8/8) 

 
  

● 

(8/22) 

採捕は黒部川
内水面漁業協
同組合より、ご
紹介いただい
た方に依頼。 

（
6
/
2
5
～

6
/
2
7
）
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No.2

四十八ヶ瀬大橋

No.1

下黒部橋

凡 例

[魚類採捕調査]       

現地採捕 No.1～No.2

平成28年度調査概要 

連携排砂実施期間 

漁法：投網 漁法：タモ網 計測状況 採捕結果 6/7 四十八ヶ瀬大橋 

調 査 地 点  

調 査 状 況  

下黒部橋 

四十八ヶ瀬大橋 

航空写真 H28.5.13撮影 

航空写真 H28.5.13撮影 

概ねの調査範囲 

概ねの調査範囲 

各 調 査 地 点 の 概 ね の 調 査 範 囲  

下 

黒 

部 

橋 

四 

十 

八 

ヶ 

瀬 

大 

橋 
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1.魚類調査結果 
 ・今年度調査では、黒部川において計６科１９種８５１尾（下黒部橋で３５９尾、四十八ヶ瀬大橋で４９２尾）採捕され、このうちアユが最も多く、全体の８０％以上を占める計６９０尾が

採捕された。 

 ・各地点でのアユの採捕数は下黒部橋で２４２尾、四十八ヶ瀬大橋で４４８尾である。 

 ・特定種としては、ニッコウイワナ、サクラマス（ヤマメ）、カマキリ、カジカ中卵型、カンキョウカジカ、ゴクラクハゼ、ルリヨシノボリの計７種が確認され、平成１７年からの累計で１０種
である。 

採捕結果一覧 

H28年度の主な確認魚類 

優 占 種 特 定 種 ※代表種の写真 

優占種1位 優占種2位 

アユ ウグイ 5/24 四十八ヶ瀬大橋 5/24 下黒部橋 5/24 四十八ヶ瀬大橋 5/24 下黒部橋 カジカ中卵型 サクラマス（ヤマメ） 
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2.魚類採捕結果 
・下黒部橋は、四十八ヶ瀬大橋よりも種数は多く、採捕尾数は少ない。種数では下黒部橋１８種に対して四十八ヶ瀬大橋７種、全採捕尾数は下黒部橋３５９尾に対して四十八ヶ瀬大橋

４９２尾（四十八ヶ瀬大橋は下黒部橋の約１．３７倍の採捕尾数）であった。 

・瀬と緩流帯を比較すると、両地点の個体数、種数はともに瀬で多い結果となった。 

・連携排砂前後を比較すると、両地点とも種数は排砂後に増加（下黒部橋６種→１０種、四十八ヶ瀬大橋２種→３種）したが、アユの採捕数は減少（下黒部橋５０尾→１４尾、四十八ヶ瀬
大橋２０９尾→４７尾）した。 



●投網による合計アユ採捕尾数　690尾

　投網…2地点×（瀬20投+緩流帯5投）×8回＝400回

①下黒部橋
２４２／８＝３０．３（尾／回）

②四十八ヶ瀬大橋
４４８／８＝５６．０（尾／回）
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５月 ６月 ７月 ８月
採捕尾数

5/10

115 65 259 61 646464 425430

地区数 投網回数計
5月 24日 2 50

7日 2 50
21日 2 50
4日 2 50
11日 2 50
25日 2 50
8日 2 50
22日 2 50

合計 8回 16 400
※1地区×25投（瀬20投、緩流帯5投）

平成28年度
調査期日

6月

7月

8月
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排砂前放流23万尾 排砂後放流14万6千尾 
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施 

平成２７年度アユ採捕数とアユ放流量・出水の動向 

7/1 Qp=498.9㎥/s 

※愛本流量は暫定値 

下黒部橋49尾 
四十八ヶ瀬大橋47尾 

細
砂
通
過
放
流
実
施 下黒部橋17尾 

四十八ヶ瀬大橋62尾 

●投網による合計アユ採捕尾数　486尾

　投網…2地点×（瀬20投+緩流帯5投）×8回＝400回

①下黒部橋
２８９／８＝３６．１（尾／回）

②四十八ヶ瀬大橋
１９７／８＝２４．６（尾／回）

地区数 投網回数計
5月 25日 2 50

9日 2 50
24日 2 50
9日 2 50
16日 2 50
30日 2 50
11日 2 50
25日 2 50

合計 8回 16 400

平成27年度
調査期日

※1地区×25投（瀬20投、緩流帯5投）

8月

6月

7月
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3.アユ採捕結果 （1）アユ採捕尾数 
・平成２８年度は昨年度と同様、計８回の調査を実施し、アユの採捕尾数は、下黒部橋及び四十八ヶ瀬大橋で計６９０尾となり、昨年度の計４８６尾と比較して２０４尾増加した。 

・調査の平均採捕数で比較すると、下黒部橋で３０．３尾、四十八ヶ瀬大橋で５６．０尾となり、昨年度（下黒部橋３６．１尾、四十八ヶ瀬大橋２４．６尾）と比較して下黒部橋では減少し、四
十八ヶ瀬大橋では増加した。 

・内水面漁協による５月～８月アユ放流尾数は計約５２万３千尾であり、平成２７年度の約３７万６千尾に比べ、約１．３９倍の放流量であった。 

  放流種苗凡例 ； 
… 海産人工種苗   

… 湖産人工種苗   

… 海産種苗   
… 湖産種苗   ＜H28年度＞ 排砂前放流38万2千尾 

＜H27年度＞ 

排砂後放流14万1千尾 

連
携
排
砂
実
施 

採捕結果凡例； 

   ・・・四十八ヶ瀬大橋 

   ・・・下黒部橋 

   ・・・愛本流量 

平成２８年度アユ採捕数とアユ放流量・出水の動向 

  放流種苗凡例 ； 
… 海産人工種苗   

… 湖産人工種苗   

… 海産種苗   
… 湖産種苗   

6/25 Qp=535.5㎥/s 

※愛本流量は暫定値 

下黒部橋50尾 
四十八ヶ瀬大橋209尾 

採捕結果凡例； 

   ・・・四十八ヶ瀬大橋 

   ・・・下黒部橋 

   ・・・愛本流量 

下黒部橋14尾 
四十八ヶ瀬大橋47尾 
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（2）平成２６～２８年度 採捕個体の体長・体重・肥満度変化の比較（下黒部橋、四十八ヶ瀬大橋） 
  平成２６～２８年度の下黒部橋と四十八ヶ瀬大橋を対象に採捕個体の体長、体重、肥満度の経時変化を比較した。 
  ・今年度は、両地点ともに連携排砂を伴う出水直後に肥満度が減少し、その後８月下旬に向けて緩やかな回復傾向を示した。 
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凡　　例

排砂または通砂 流量

最大値

平均値

最小値
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＜平成26年度＞ ＜平成27年度＞ ＜平成28年度＞ ＜平成26年度＞ ＜平成27年度＞ ＜平成28年度＞ 

肥満度 ｋ（‰） = 体重（ｇ） ／ （体長（ｃｍ））３ × 1,000 

出典：沼田真 「河川の生態学」（1993.4.1） 

採捕調査回数 平成２６～２８年度：８回 

※右軸：愛本流量は暫定値 
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-26- ※採取種数、採取個体数の推移は、資料２－② 33～35頁及び82～90頁参照 

河川　底生動物

５月 ９月 １１月 ５月 ９月 １１月

５月 ５月 ９月 ９月 １１月 ５月 ９月 １１月 出し平ダム実績排砂量 【単位:約万m3】

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

【凡例】 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16 39 44 18 32 19 30

16 2 5 -24 -12

※マイナスは堆積を示す。

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

個体数

[/0.5m
2
]

土砂変動量

種類別

・山彦橋では、９月の種数において既往観測最大値を上回り、個体数において例年に比べて高い観測値であった。１１月の種数は例年に比べて高い観測値であった。それ以外については、例
年と同程度の観測値であった。
・下黒部橋では、９月の種数、個体数は例年に比べて高い観測値であり、１１月の種数において既往観測最大値を上回った。それ以外については、例年と同程度の観測値であった。
・両地点、いずれの調査月でも、優占種はカゲロウ目であった。
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[種]
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排砂量
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▲：H26年度までの観測値の最大値

■：H26年度までの観測値の最小値

―：H27年度までの観測値の平均値

○：H28年度の観測値

ｘ ：H27年度の観測値

ｘ ：H26年度までの観測値



-27- ※採取種数、採取個体数の推移は、資料２－② 36～38頁及び91～95頁参照 

河川　付着藻類

５月 ９月 １１月 ５月 ９月 １１月

※

５月 ５月 ９月 ９月 １１月 ５月 ９月 １１月

出し平ダム実績排砂量 【単位:約万m3】

【凡例】 平成27年度調査観測値（数値ラベル付）300 350 330 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

H26年度までの各既往調査時における観測値の最大値500 550 530 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16 39 44 18 32 19 30

H26年度までの各既往調査時における観測値の最小値100 150 130 16 2 5 -24 -12

H26年度までの各既往調査時における観測値の平均値250 380 280 ※マイナスは堆積を示す。

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
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・山彦橋では、１１月のクロロフィルａ量において既往観測最大値を上回り、それ以外については、例年と同程度の観測値であった。
・山彦橋での優占種は、いずれの調査月でも藍藻類であった。
・下黒部橋での優占種は、５月では珪藻類、９月、１１月では藍藻類であった。
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▲：H26年度までの観測値の最大値

■：H26年度までの観測値の最小値

―：H27年度までの観測値の平均値

○：H28年度の観測値

ｘ ：H27年度の観測値

ｘ ：H26年度までの観測値
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平成28年度 宇奈月流量と山彦橋調査日関係グラフ
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平成２８年度 河川付着藻類調査結果（山彦橋、下黒部橋での毎月定期調査 -５～１１月結果-） 

【今年度調査結果】 
-付着藻類細胞数構成比- 

＜今年度の傾向＞ 
山彦橋・・・Ｈ２１年以降、５月は珪藻類が優占し、９、１１月には藍藻類が優占する傾向

が見られたが、今年度は５月に藍藻類が優占し、６、７月に珪藻類に変化し
たのちに８月以降は再び藍藻類が優占した。 

 

下黒部橋・・・５月に珪藻類が優占したが、６月以降は藍藻類が優占した。 

• 例年、連携排砂に伴う環境調査のうち、河川水生生物調査として、５、９、１１月に山彦橋、下黒部橋にて付着藻類調査を実施している。 

• 平成２１年頃より、付着藻類相に変化が見受けられることから、付着藻類調査の調査頻度を高め、５～１１月まで毎月１回調査を実施した。 

 【既往調査結果（H7～H28）】 
藍藻類

黄色鞭毛藻類

珪藻類

緑藻類

紅藻類

連携排砂 

-流量と付着藻類期調査日関係グラフ- 

山彦橋 

下黒部橋 

＜連携排砂及び出水と優占種の関係＞ 
 両地点ともに、連携排砂によって付着藻類が剥離され、細胞数、クロロフィルaが大きく減
少したが、排砂前後で優占種は変化しなかった。また、山彦橋では排砂前後に珪藻類、下
黒部橋では藍藻類がそれぞれ優占したことから、優占種と連携排砂は直接関係はないこと
が示唆された。 
 細胞数、クロロフィルaが少ない期間は、珪藻類、藍藻類いずれも優占種となっており、優
占種が変わりやすくなっていることが示唆された。 

連携排砂 

小出水 

小出水 

連携排砂 

小出水 小出水 連携排砂 

小出水 

小出水 小出水 

連携排砂 小出水 小出水 小出水 連携排砂 小出水 小出水 小出水 

小出水 

小出水 

小出水 

小出水 

小出水 
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【背景】 
平成21年頃より、付着藻類相に変化が見受けられることから、平成27年度は調査
頻度を高め、５～１１月まで毎月１回調査を実施した結果、連携排砂の有無にかか
わらず、付着藻類相の優占種が１ヵ月程度で変化する状況が確認された。 

本年度調査では、付着藻類の発達過程及び変化する条件・要因について調査・考察
を行う。 

 着目点① 調査前の出水規模・出水からの経過時間 

調査前の出水外力や出水後の調査期間の違いによって、異なると考えられ

る剥離し残された藻類の状況や優占する種を把握する 

 ・・・出水規模ごとに残存した種及びその状況を確認する調査 

 着目点② 藻類の定着過程の把握 

出水がなく安定した流況の下、藻類が付着していない状態から藻

類がどのように定着し、生育するかを把握する。また、礫による

違いを排除するため、均一な礫条件で調査する。 

 ・・・同一に加工した新しい礫を用いた調査 

＜付着藻類の定着・発達過程調査＞ 

 着目点③ 物理環境（水質・水温） 

調査期間内の水質・水温の変化に伴う優占種の推移 

 ・・・水質・水温の変化と付着藻類関係の整理 

２．礫の転動による剥離 

１．流水中の砂分・小礫による剥離 

＜付着藻類剥離のイメージ＞ 

河川付着藻類調査について 
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目的・・・出水規模に応じて、１～２週間の間に付着藻類調査を複数回実施する事で、

出水規模及び経過時間の差による、付着藻類の優占種の違いを把握する。 
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＜結果＞ ・７月（約120㎥/s）及び９月（約180㎥/s）の出水後に連続して調査した結果、いずれの時期も出水前後において

藍藻類が同様に優占していることが確認できた。 
 

連携排砂時出水 
宇奈月観測所 
ピーク流量 538㎥/s 

連携排砂後第１回出水 
宇奈月観測所 
ピーク流量 127㎥/s 

連携排砂後第２回出水 
宇奈月観測所 
ピーク流量 183㎥/s 

＜方法＞・山彦橋において、出水直後から、定期調査と同手法にて、付着藻類を密に採取する。 
    ・調査回数は、3回（３出水）を想定するが、調査頻度及び回数は実際の出水頻度により調整する。 
    （調査期間通じて出水規模が小さく、出水外力の異なる条件で調査を行うことができなかった。 ） 
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付着藻類発達調査 

（着目点②） 

目的・・・礫による違いを排除するため、定型に加工した供試体を河道内に設置し、一定間隔

で付着藻類を採取・分析する事で、採取礫の差が無い同一条件下で、藻類が付着し
ていない状態からの付着藻類の入植・定着及び発達過程を把握する。 

＜方法＞①調査地点の山彦橋付近にある礫を採取・切断し、供試体（8枚×3セット）を作成する。 
    ②連携排砂期間後の安定した流況時に、台座に固定した状態で、供試体を河道内に設置する。 
    ③一定間隔ごとに供試体を台座から回収し、付着藻類を採取・分析する。 
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鉄製台座に装着 山彦橋付近に敷設 

（３基） 

３日置きに採取 

（初回のみ１日目に採取） 
藻類が付着した供試体 
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＜結果＞ ・細胞数や現存量（クロロフィルa）が少ない期間（約２週間）は、藍藻類が優先する中でも、珪藻類の構成比が比較

的高く、優占種が変わりやすいことが示唆された。 
 

現存量が少ない 

優占種が変わりやすい 

急激に回復 
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＜方法＞・山彦橋での各付着藻類調査時に、水質、照度等の物理環境調査を行う。 
    ・調査項目は、水温、pH、EC、SS、濁度、流速、光量子とする。 
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（着目点③） 

目的・・・付着藻類調査時に、周辺の物理環境調査を実施する事で、調査期間内の
付着藻類の変化と、物理環境の変化の関係性を把握する。 

＜結果＞・付着藻類調査では、5月から10月に向けて徐々に藍藻類が増加し、8月以降は藍藻類が優占する傾向ではあるが、付着
藻類の変化と、物理環境の変化の関係性は確認できなかった。 
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 以上の調査結果から、本調査時期における付着藻類の発達
過程を確認することができたものの、優占種変化の条件・要
因を示す結果は得られなかった。 
 

-32- 



-33- ※採取種数、採取個体数の推移は、資料２－② 39～41頁及び96～100頁参照 

海域　底生動物（代表４地点）

【凡例】

平成27年度調査観測値（数値ラベル付）300 350 330

H26年度までの各既往調査時における観測値の最大値500 550 530

H26年度までの各既往調査時における観測値の最小値100 150 130

H26年度までの各既往調査時における観測値の平均値250 380 280

出し平ダム実績排砂量 【単位:約万m3】

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

排砂量 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16 39 44 18 32 19 30

土砂変動量 16 2 5 -24 -12

※マイナスは堆積を示す

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

※網掛け表示は採取個体数が１個のみであった場合を示す。

５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月

・種数については、河口沖の５月調査において既往観測最大値を上回った。また、Ａ点の５月、Ｃ点の９月、１１月調査においても例年よりやや多い観測値であった。
・個体数については、河口沖の５月調査、Ｃ点の１１月調査において既往観測最大値を上回った。また、Ｃ点の５月、９月調査、河口沖の１１月調査においては例年より多い観測値であった。
・これら以外の地点における種数、個体数は各調査月とも、例年と同程度の観測値であった。
・採取された底生動物の構成比は、Ｃ点、河口沖の各調査月とも、ニマイガイ綱の割合が高かった。
　これら以外の調査地点の各調査月においては、例年と同程度の構成比であった。

個体数

構成比

１１月調査９月調査５月調査

(Ａ点)

(Ｃ点)

生地鼻沖河口沖Ｃ点

個体数

[/0.1m
2
]

種類別

構成比

個体数

種類別

５月　　　９月 　 １１月

Ａ点

５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月５月　　　９月 　 １１月

種数

[/0.1m
2
]
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個体数

構成比

(河口沖)
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▲：H26年度までの観測値の最大値

■：H26年度までの観測値の最小値

―：H27年度までの観測値の平均値

○：H28年度の観測値

ｘ ：H27年度の観測値

ｘ ：H26年度までの観測値
×305



-34- ※採取種数、採取個体数の推移は、資料２－② 42～44頁及び96～100頁参照 

海域　底生動物（その他４地点）

【凡例】

H26年度までの各既往調査時における観測最大値500 550 530

H26年度までの各既往調査時における観測最大値の最小値100 150 130

H26年度までの各既往調査時における観測平均値の平均値250 380 280

出し平ダム実績排砂量 【単位:約万m3】

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

排砂量 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16 39 44 18 32 19 30

土砂変動量 16 2 5 -24 -12

※マイナスは堆積を示す

※平成7年～平成12年は調査対象外 ※平成7年～平成12年は調査対象外 ※平成7年～平成12年は調査対象外

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

※網掛け表示は採取個体数が１個のみであった場合を示す。

(赤川沖)

種類別

個体数

構成比

(横山沖)

種類別

個体数

構成比

構成比

(地引網漁場2)

(荒俣魚礁)

構成比

個体数

種類別

１１月調査

個体数

[/0.1m
2
]

個体数

種類別

５月　　　９月 　 １１月５月　　　９月 　 １１月５月　　　９月 　 １１月５月　　　９月 　 １１月

９月調査５月調査

横山沖荒俣魚礁

５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月

・種数については、飯野沖地引網漁場内２、横山沖において、５月調査は例年と比べて少なく、９月調査では例年と比べて多い観測値であった。また、横山沖の１１月調査において既往観測最大値を上回った。
・個体数については、５月、１１月調査の飯野沖地引網漁場場内２において例年と比べ少なく、１１月調査では横山沖で平成26年度までの観測最大値を上回った。
　これら以外の調査地点は例年と同程度の観測値であった。
・採取された底生動物の構成比は、横山沖の５月調査において、その他（星口綱）、９月調査においてゴカイ鋼の割合が高かった。
　これ以外の調査地点の各調査月においては、例年と同程度の構成比であった。

飯野沖地引網漁場内２

種数

[/0.1m
2
]
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▲：H26年度までの観測値の最大値

■：H26年度までの観測値の最小値

―：H27年度までの観測値の平均値

○：H28年度の観測値

ｘ ：H27年度の観測値

ｘ ：H26年度までの観測値
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346



-35- ※採取種数、採取個体数の推移は、資料２－② 45～47頁及び101～105頁参照 

海域　動物プランクトン

【凡例】

平成27年度調査観測値（数値ラベル付）

H26年度までの各既往調査時における観測値の最大値500 550 530

H26年度までの各既往調査時における観測値の最小値100 150 130

H26年度までの各既往調査時における観測値の平均値250 380 280

出し平ダム実績排砂量 【単位:約万m3】

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

排砂量 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16 39 44 18 32 19 30

土砂変動量 16 2 5 -24 -12

※マイナスは堆積を示す

欠測

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

５月　　　９月 　 １１月５月　　　９月 　 １１月５月　　　９月 　 １１月５月　　　９月 　 １１月

５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月

河口沖Ｃ点

個体数

Ａ点

(Ａ点)

(Ｃ点)

種類別

構成比

個体数

構成比

１１月調査９月調査５月調査

・種数については、Ａ点、生地鼻沖の５月調査において既往観測最大値を上回った。また、Ｃ点、河口沖の５月調査においても例年と比べて多い観測値であった。
　９月、１１月調査は各調査地点において、例年と同程度の観測値であった。
・個体数については、各調査地点の各調査月において、例年と同程度の観測値であった。
・採取された動物プランクトンの構成比は、各調査地点の各調査月において橈脚類の割合が高かった。

(生地鼻沖)

種類別

個体数

構成比

(河口沖)

種類別

個体数

構成比

種類別

種数

[/m
3
]
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-36- ※採取種数、採取細胞数、クロロフィルａ量の推移は、資料２－② 48～50頁及び106～112頁参照 

海域　植物プランクトン

【凡例】

500 550 530

100 150 130

250 380 280

出し平ダム実績排砂量 【単位:約万m3】

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

排砂量 172 80 46 34 70 59 6 9 28 51 24 12 35 37 16 39 44 18 32 19 30

土砂変動量 16 2 5 -24 -12

※マイナスは堆積を示す

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

５月　　　９月 　 １１月５月　　　９月 　 １１月５月　　　９月 　 １１月５月　　　９月 　 １１月

５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月

河口沖Ｃ点 生地鼻沖Ａ点

５月　　　９月 　 １１月５月　　　９月 　 １１月

種数
[/L]

細胞数
[百万個/l]

ｸﾛﾛﾌｨﾙa

[μg/L]

(生地鼻沖)

種類別

細胞数

構成比

(河口沖)

種類別

細胞数

構成比

(Ａ点)

種類別

・種数については、各調査地点の１１月調査は例年より多く、Ｃ点、Ａ点においては平成26年度まで
の観測最大値を上回った。また、５月調査の生地鼻沖も例年より多かった。これら以外においては、
例年と同程度の観測値であった。
・細胞数については、各調査地点の５月、９月調査においては、例年と同程度、１１月調査において
は既往観測最大値を上回った。
・クロロフィルａ量については、各調査地点の５月調査はやや少なく、９月調査は例年と同程度、１
１月調査は例年よりやや多い観測値であった。
・採取された植物プランクトンの構成比は、各調査地点の各調査月とも、珪藻類の割合が高かった。

５月　　　９月 　 １１月 ５月　　　９月 　 １１月

細胞数

構成比

(Ｃ点)

細胞数

種類別

構成比

５月　　　９月 　 １１月５月　　　９月 　 １１月

１１月調査９月調査５月調査

朝　日　町

入　善　町

魚　津　市

滑　川　市

新　潟　県

関西電力 出し平ダム

-250
-150

-50

黒　部　市

0 5 10km

Ｃ点

生地鼻沖

河口沖

Ａ点

N

国土交通省 宇奈月ダム
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珪藻類（不等毛植物門） 渦鞭毛藻類（渦鞭毛植物門） クリプト藻類（クリプト植物門） 緑藻類（緑色植物門） 不明鞭毛藻類 その他
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※：定量下限値（0.4μg/L）以下※：定量下限値（0.4μg/L）以下

▲：H26年度までの観測値の最大値

■：H26年度までの観測値の最小値

―：H27年度までの観測値の平均値

○：H28年度の観測値

ｘ ：H27年度の観測値

ｘ ：H26年度までの観測値
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酸性 中性

7.0

（貧栄養） （富栄養）

農水産物 農水産物

に被害 に被害

有機物が少ない　（清浄） 有機物が多い　（汚染）

（貧栄養） （富栄養）

有機物が少ない　（清浄） 有機物が多い　（汚染） （貧栄養） （富栄養）

濁り小 （貧栄養） （富栄養）

酸素少ない　（汚染） 酸素多い　（清浄） 0

濁り小

（腐敗しやすい度合）

● ： 　 環境庁による「生活環境の保全に関する環境基準」において、河川で最も厳しいとされる基準値 ● 　 底質は、水と比較するよりも、土壌と比較する方が適切と考えて上表を作成した。　（ORPは除く）

● ： 　 同上の基準において、海域で最も厳しいとされる基準値

● ：  　厚生省による「水道水質基準」において、水道水の満たすべき基準値　

酸化性 還元性

D O

　（溶存酸素量）
水に溶けている酸素の量を示す。

河川ＡＡ類型：7.5mg/ℓ以上
海域Ａ類型：7.5mg/ℓ以上
魚類窒息：2mg/ℓ以下
〔 排砂中止基準 ： DO≧4mg/l 〕

O R P

硫黄と水素、カルシウム又はナトリウム等の化合物で還元性（腐
敗性）環境下では大きな値を示す。

　水産用水基準で
　　 汚染の始まりかかった泥 ： 硫化物≧0.2mg/g

海 域 A 類 型

濁度

水の濁りの程度を示す値であり、カオリン（白陶土）1mg/l =１度
である。

水道水：２度以下
硫化物
（T-S）

河 川 AA 類 型

水 道 水

　（酸化還元電位）
土壌中（液）の持つ酸化力（＋）又は還元力（－）を示す。還元性
を示す程、土壌変質の環境が大きい。

還元性（-） 酸化性（+）

S S

　（浮遊物質量）
水中に浮遊する粒子の量を示す。

河川ＡＡ類型：25mg/ℓ以下 T - P

　（全リン）
リン酸イオン及び有機態リン等の含有率の合計であり、富栄養
化が進んでいると大きな値を示す。

土壌中総窒素列：1～4mg/g

C O D

　（化学的酸素要求量）
水中の有機物などを酸化剤で酸化するときに消費される酸素の
量であり有機物の大小を示す。

海域Ａ類型：2mg/ℓ以下

T - N

　（全窒素）
亜硝酸イオン、硝酸イオン、アンモニウムイオン及び有機態窒素
含有率の合計であり、富栄養化が進んでいると大きな値を示
す。

土壌中総窒素列：1～6mg/g

有機物が少ない 有機物が少ない

B O D

　（生物化学的酸素要求量）
水中の有機物が微生物により分解するときに消費される酸素の
量であり有機物の大小を示す。

河川ＡＡ類型：1mg/ℓ以下

強熱減量
（ l L ）

試料を強熱する際に生じる質量の減少率であり、底泥の有機性
汚濁の程度を示す指標として最も簡便な方法である。有機物含
有量が多いと大きな値を示す。

有機物が少ない 有機物が少ない

p H

　（水素イオン濃度）
酸性またはアルカリ性の程度を示す。

河川ＡＡ類型：6.5～8.5
海域Ａ類型：7.8～8.3

C O D

　（化学的酸素要求量）
有機物などを酸化剤で酸化するときに消費される酸素の量であ
り、有機物等の濃度の大きさを示す。

　水産用水基準で
　　　 汚染の始まりかかった泥 ： COD≧20mg/g

環境調査における調査項目と数値のもつ意味について

★ 水 質 調 査 項 目 ★ 底 質 調 査 項 目

項　目 定　　　　義
数値の示す意味

項　目 定　　　　義
数値の示す意味

小 数値 大 小 数値 大
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